
３月２１日は国連が定めた世界ダウン症の日です。

＊

 

ダウン症のある人は、一番小さい染色体（21 番）を 1 本多く持っています。それによって生じる特性がダウン症

（ダウン症候群）ですが、これは人類の多様性の一つにすぎません。特性には、ほかの人より得意なことも苦手なこ

ともあります。ダウン症があっても、両親の遺伝子を半分ずつ受け継いでいるので、特性以外は一般の人と何ら変わ

りません。私たちと同じく、ダウン症があっても人それぞれ個性があります。その違いは親からの遺伝子の違いや、

生活環境、教育などによります。そして周囲の人の理解や偏見で、ご本人の幸福度は左右されます。 

ダウン症のある人たちには、さまざまな病気が起こることがありますが、早い診断と正しい治療で、ほとんどが治

り、また悪化を押さえることができます。 

ダウン症のある人たちの幸せな現在と未来のために皆で見守っていきたいですね。  

（文責 長谷川知子） 


